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【目的】  
悪性脳腫瘍が言語野付近にある場合，言語野を同定するために言語機能検査が
必要であり覚醒下手術にて行うのが一般的である．検査中は術野ドレープで覆
われるため，患者の覚醒具合が判断しづらく，患者応答の正誤判断が難しい．
加えてタスクは紙に書いた絵などを検査者が患者に提示するため，執刀医の電
気刺激とタスク提示のタイミングにズレが生じ，言語野の同定を惑わす問題が
あった．これを受け我々は手術室内の様々な映像情報を集約し，１画面に統合
表示可能な Intraoperative Examination Monitor for Awake Surgery (以下，
IEMAS)を開発した． IEMAS の有用性は実臨床使用を通じて明らかである一方，
その定量的有用性評価は行われていない．本研究は IEMAS 使用時と非使用時を
再現した実験により IEMAS の医学的有用性を立証することを目的とする．  
【対象及び方法】  
症例毎に異なる患者症状などの不確定要素を排除し，更に実験に影響を及ぼさ
ないように解剖学的知見とは異なる言語野位置を持つ言語機能検査シミュレー
タを作成した．臨床上の安全を考慮し電気刺激回数が閾値を超えた場合，痙攣
が起き，一定時間電気刺激不可となる仕様である．シミュレータを用いて脳神
経外科医を対象に模擬言語機能検査を実施し， IEMAS の有用性を検証した．検
査時間，執刀医と検査者の会話による情報交換の回数，執刀医の電気刺激回数，
各電気刺激間で主に判断等に要した時間を計測・解析した．   
【結果】  
IEMAS 使用時における言語野同定までの総検査時間は 116.1±23.1(秒 )，非使用
時は 147.8±48.7(秒 )となり IEMAS 使用時が有意に短くなった (p<0.02)．執刀
医と検査者の情報交換回数はそれぞれ 0.2±0.6(回 )， 16.1±15.6(回 ) となり
IEMAS 使用時が有意に少なかった (p<0.02)．一方，電気刺激回数はそれぞれ 33.8
±7.6(回 )，42.9±14.8(回 )と有意差はなく (p=0.09)，電気刺激間の判断時間も
それぞれ 3.4±1.1(秒 )， 3.9±0.9(秒 ) と有意差を認めなかった (p=0.18)．  
【考察】  
IEMAS 使用時と非使用時を比較して総検査時間は IEMAS 使用時が有意に短くな
った．その理由として IEMAS 非使用時は刺激回数が多くなり患者の痙攣が増え
たことが影響したと考えられる．また情報交換回数は IEMAS 使用時が有意に少
なく，執刀医が言語野を同定する上で十分な情報量を取得していると考えられ
る．一方 IEMAS 使用時と非使用時の電気刺激回数，電気刺激間の判断時間にお
いて明らかな差は見られなかった．その理由として解剖学的知見が実験に影響
を及ぼさないように術野を単純に 5×5 の 25 マスに分割表示したことから，刺
激位置が限定され執刀医が言語野を推測しやすくなったためと考えられる．  
【結論】  
IEMAS の有用性を立証するために言語機能検査シミュレータを作成し， IEMAS
使用時と非使用時における言語機能検査を比較し検証を行った．実験により
IEMAS 使用時には総検査時間が短くなり，情報交換回数が抑えられることを示
し，情報を統合表示する IEMAS の有用性を確認した．  
